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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 20日 (2006.12.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 記 録 媒 体 を 切 断 す る 切 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 媒 体 を 厚 さ 方 向 に 挟 み 込 ん で 幅 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 切 断 す る カ ッ タ と 、
　 前 記 カ ッ タ を 保 持 し て お り 、 前 記 記 録 媒 体 を 幅 方 向 に 押 さ え 込 ん で 、 前 記 カ ッ タ の 幅 方
向 の 移 動 を 案 内 す る ガ イ ド と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 切 断 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 ガ イ ド を 保 持 し て お り 、 前 記 記 録 媒 体 の 排 出 時 に 前 記 ガ イ ド を 前
記 記 録 媒 体 か ら 退 避 さ せ 、 前 記 記 録 媒 体 の 切 断 時 に 前 記 ガ イ ド を 前 記 記 録 媒 体 に 押 し 付 け
る ホ ル ダ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 切 断 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 ガ イ ド は 、 前 記 記 録 媒 体 の 幅 方 向 に 長 尺 に 形 成 さ れ 、 前 記 記 録 媒
体 を 幅 方 向 に 押 さ え 込 む 押 さ え 板 と 、 前 記 記 録 媒 体 の 幅 方 向 に 長 尺 に 形 成 さ れ て 前 記 押 さ
え 板 と 一 体 化 さ れ 、 前 記 カ ッ タ の 幅 方 向 の 移 動 を 案 内 す る 案 内 溝 と を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 切 断 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 ガ イ ド の 両 端 を そ れ ぞ れ 保 持 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 断 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 ガ イ ド を 前 記 記 録 媒 体 か ら 退 避 さ せ た 後 、 あ る い
は 前 記 記 録 媒 体 に 押 し 付 け た 後 に 保 持 す る 弾 性 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～
４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 断 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 弾 性 部 材 は 、 引 っ 張 り バ ネ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記
載 の 切 断 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 記 録 媒 体 に 情 報 を 記 録 す る プ リ ン タ で あ っ て 、
　 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 断 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る プ リ ン タ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 発 明 を 解 決 す る た め の 手 段 】 　 上 記 目 的 達 成 の た め 、 本 発 明 に 係 る 切 断 装 置 で は 、 記
録 媒 体 を 切 断 す る 切 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 記 録 媒 体 を 厚 さ 方 向 に 挟 み 込 ん で 幅 方 向 に 移 動
す る こ と に よ り 切 断 す る カ ッ タ と 、 前 記 カ ッ タ を 保 持 し て お り 、 前 記 記 録 媒 体 を 幅 方 向 に
押 さ え 込 ん で 、 前 記 カ ッ タ の 幅 方 向 の 移 動 を 案 内 す る ガ イ ド と を 備 え た こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 記 録 媒 体 が 例 え 反 っ て い た と し て も 、 切 断 時 に は ガ イ ド に よ り そ の 記 録 媒 体
を 平 坦 に す る こ と が で き る の で 、 カ ッ タ に よ る 記 録 媒 体 の 切 断 精 度 を 常 に 高 精 度 に 維 持 す
る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 切 断 装 置 で は 、 前 記 ガ イ ド を 保 持 し て お り 、 前 記 記 録 媒 体 の 排 出 時 に
前 記 ガ イ ド を 前 記 記 録 媒 体 か ら 退 避 さ せ 、 前 記 記 録 媒 体 の 切 断 時 に 前 記 ガ イ ド を 前 記 記 録
媒 体 に 押 し 付 け る ホ ル ダ を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 切 断 装 置 を 使 用 し な い と き に は 、 ガ イ ド を 退 避 状 態 に し て お け ば 記 録 媒 体 と
干 渉 す る こ と は な い の で 、 切 断 装 置 を 一 旦 設 置 し た 後 は 切 断 装 置 自 体 を 取 り 外 す 必 要 が 無
く な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 切 断 装 置 で は 、 前 記 ガ イ ド は 、 前 記 記 録 媒 体 の 幅 方 向 に 長 尺 に 形 成 さ
れ 、 前 記 記 録 媒 体 を 幅 方 向 に 押 さ え 込 む 押 さ え 板 と 、 前 記 記 録 媒 体 の 幅 方 向 に 長 尺 に 形 成
さ れ て 前 記 押 さ え 板 と 一 体 化 さ れ 、 前 記 カ ッ タ の 幅 方 向 の 移 動 を 案 内 す る 案 内 溝 と を 備 え
た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
こ れ に よ り 、 記 録 媒 体 を 確 実 に 平 坦 に す る こ と が で き る と 共 に 、 カ ッ タ を 確 実 に 真 っ 直 ぐ
に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 切 断 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 切 断 装 置 で は 、 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 ガ イ ド の 両 端 を そ れ ぞ れ 保 持 す る
こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 記 録 媒 体 を ホ ル ダ 間 に 通 す こ と が で き る の で 、 記 録
媒 体 と の 無 用 な 干 渉 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 切 断 装 置 で は 、 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 ガ イ ド を 前 記 記 録 媒 体 か ら 退 避 さ
せ た 後 、 あ る い は 前 記 記 録 媒 体 に 押 し 付 け た 後 に 保 持 す る 弾 性 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と
し て い る 。 こ れ に よ り 、 切 断 装 置 を 簡 易 な 機 構 で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 切 断 装 置 で は 、 前 記 弾 性 部 材 は 、 引 っ 張 り バ ネ で あ る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ に よ り 、 ガ イ ド を 記 録 媒 体 か ら 退 避 さ せ た 後 に 保 持 し 、 記 録 媒 体 に 押 し 付 け た 後 に 保
持 す る ２ 通 り の 保 持 状 態 を 、 い わ ゆ る ２ 安 定 バ ネ で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る プ リ ン タ で は 、 記 録 媒 体 に 情 報 を 記 録 す る プ リ ン タ で あ っ て 、 上 記 各
切 断 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に よ り 、 記 録 媒 体 が 例 え 反 っ て い た と し て も 、 切 断 時 に は そ の 記 録 媒 体 を 平 坦 に す る
こ と が で き る の で 、 切 断 装 置 に よ る 記 録 媒 体 の 切 断 精 度 を 常 に 高 精 度 に 維 持 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 記 録 媒 体 の 切 断 が 必 要 な と き の み 切 断 装 置 を プ リ ン タ に 取 り 付 け 、 記 録 媒 体
の 切 断 が 不 要 な と き は 切 断 装 置 を プ リ ン タ か ら 取 り 外 し て お く こ と が で き る の で 、 作 業 の
邪 魔 に な ら ず 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 切 断 装 置 を 取 り 付 け た ま ま で
も 記 録 済 み の 記 録 媒 体 を 続 け て 排 出 す る こ と が で き 、 切 断 装 置 の 着 脱 作 業 を 省 略 す る こ と
が で き る 。 そ し て 、 上 記 各 作 用 効 果 を 奏 す る プ リ ン タ を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
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